
小樽市宿泊業事業継続追加支援金のお知らせ

支援金額

新型コロナウイルスによる影響の長期化により、特に大きく影響を受けている市内
のホテル、旅館、簡易宿所の宿泊事業者を対象に、追加の支援金を支給し、事
業の継続を支援します。

申請期間・方法

宿泊施設に係る令和元年度１年分の上下水道料金相当額(千円未満切捨て)
（上限額 １事業者当たり１，０００万円）
※令和元年度中に開業しているなどにより、支払額が１年度分に満たない事業者は、支払済みの月平均額を

算定し、１年分として支援額を決定します。計算方法の詳細は、要綱または申請書を御覧ください。

対象

次の要件のいずれにも該当し、今後も営業を継続する意思のある宿泊事業者

◆申請書・・・別紙様式第１号のとおり

◆添付書類・・・申請書のほか、下記の書類が必要です。

① 令和元年度中に請求され支払った１年分の上下水道料金の領収書（控えの写し）

令和元年度中に支払いがない場合は令和2年度中の領収書（控えの写し）

② 帳簿など、令和２年３月から７月の当該月と前年同月の売上げ比較がわかる書類の写し

③ 振込先通帳の写し（表紙の裏面の見開き）※口座名義人カナの記載事項を確認できるページ

※7月31日まで申請受付をした「宿泊業事業継続支援金」を受給し、申請内容に変更のない事業者は、「支
給決定通知書」を添付することで②、③の書類を省略することができます。

提出先・問合せ先 （郵送での提出にご協力ください）

【申請期間】 令和２年８月１１日（火）～９月３０日（水）

【申請方法】 郵送での提出

※感染拡大防止の観点から、混雑による人の密集を避けるため、ご協力をお願いします。

申請書類

① 下記の事業者
・旅館業法に規定する「旅館・ホテル」「簡易宿所」を営み、令和２年６月1日現在、小樽市
保健所の許可を得ている事業者（民泊施設は対象外）

・風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第2条第6項第1号から第6号までのいず
れにも該当しないこと。（ラブホテルは対象外）

② 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年３月～７月のいずれかの月の売上げが、前
年同月比３０％以上減少している事業者
※開業してから２か月以上1年未満の新規創業者は、開業後のいずれかの2か月の売上げを用い
て算定します。

〒047-0007 小樽市港町4番3号

小樽市産業港湾部観光振興室

電話0134-32-4111 内線450、451

※メールでの提出は不可となります。
（裏面もご覧ください）



申請書について (QRコード)

支給要件等について

▶市内に複数の宿泊施設をもつ事業者の場合

⇒ 今回の支援金は事業者単位での支給を行うことから、市内に複数の宿泊
施設をもつ事業者の場合であっても、１事業者で１通の申請書を作成くだ
さい。（該当施設についての合算は可能です）

▶令和元年度中に開業したなど、新規創業者のため、前年同月との売上げ比較が
できない場合

⇒ 以下の算定方法にて比較を行います。

令和２年3月から７月までのいずれか1か月の売上げと、営業開始から直

近までのうち、いずれか2 か月を選択しその平均との比較を行います。

▶ 新型コロナウイルス感染症の影響により、一時的に休業している場合

⇒ 新型コロナウイルス感染症の影響により休業している施設で、今後営業

を再開する意思があれば対象です。

▶ 廃業している場合

⇒対象外となります。旅館業法等の届出がされていない場合は、小樽市保健
所生活衛生課まで届出をお願いします。

▶ 支援金の使途の制限について

⇒特に制限はありません。

申請から支援金支給まで

▶申請から支援金支給まで
⇒ 申請書受理後、書類審査を行い、支給決定通知書又は支給不承認決定通知書

を申請者に送付します。支給決定された場合は、申請後10日から14日程度（土
曜、日曜、祝日を除く）で支援金を支給します。（口座振込）

その他

▶上下水道料金に滞納がある場合

⇒支払った分のみ（滞納分を除いた金額）が支援金額の対象となります。

▶上下水道料金の徴収猶予が認められている場合

⇒ 徴収猶予となっていること（期間・金額）がわかる書類を添付してくださ

い。

▶申請書等は小樽市ホームページからもダウンロードできます。
⇒(URL) https://www.city.otaru.lg.jp/jigyo/josei_yusi/jigyoukeizokusienkin/syukuhaku/


